
小松島市大規模災害時における暫定契約事務取扱要領に係る受注者選定手順 

 

「大規模災害時における暫定契約事務取扱要領」における受注者の選定等について、次

のとおり定める。 

 

１　大規模災害時における暫定契約事務取扱要領の概要 

　　①南海トラフ地震など大規模な災害が発生した場合において、「道路啓開」や「がれき撤

去」、「橋梁復旧」など、公共土木施設の復旧工事に従事する建設企業の役割は極めて重

要であり、大規模災害時には、人員や資機材の確保に要する資金が不足し、建設企業の

事業継続に支障をきたす恐れがあることから、建設企業が復旧・復興に最大限の力を発

揮できるように、発災時における事業継続の支援を行うため、受注者に対して迅速に前

払金を支払うことができるようにする。 
　　②発注は随意契約とし、工事内容、設計金額、工期について概要・（災害査定設計標準歩

掛表による）概算で発注する。 
　　③暫定契約の締結後、受注者と発注者は速やかに現場状況の把握に努め、変更内容につい

て双方の間で協議を行い精査の上、変更契約を締結する。 
　　④変更契約締結前に、受注者からの見積書により請負率を算定し、同請負率を変更契約に

おいて適用する。 
　　⑤契約保証金は免除する。 

 

２　受注者選定手順 

　　①建設工事の請負契約に係る一般競争入札及び指名競争入札参加資格審査要綱第６条の

規定により等級別に格付けされた業者のうち、工種・概算設計額によるランク内の業者

を選定する。 
　　②小松島市「一般（指名）競争入札参加資格業者名簿（市内　建設工事）」に登録された

所在地から施工箇所までの直線距離が最も短い業者に対し電話等により施工の可否を

確認の上、発注を行う。 
　　③最初に確認を行った業者が施工できない場合、又は確認が取れない場合には、距離の短

い順に確認を行う。 
　　④距離が同等の場合には同ランク内の格付点数の高い業者から確認を行う。 
　　⑤該当のランク内に施工可能な業者が存在しない場合には、次の例の順に確認を行う。 

例：概算設計金額が 800 万円の土木工事の場合、Ｃランク→Ｂ→Ａ→Ｄ 

※　該当のランクから近い上位のランクの順 

 

３　その他 

　　上記選定手順を方針とするが、災害の規模など実際の状況を想定することは困難であり、

暫定契約事務取扱要領による契約方法及び本方針の選定手順どおりに運用できない場合は、

実態に即した実行可能な運用を行う。 
　　　（附則） 
　この手順は令和８年６月１日より施行する。


